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【目的】数 10 nm ~ 数 10 m の微多孔を持つ膜材料はイオン分離膜やガス分離膜の支持膜として

広く用いられている。本研究では CO2 分離用ゲル粒子塗布膜の性能向上手段として、支持膜

の表面に数 10 m オーダーの階層構造（凹凸構造）を作製し表面積を増大することを着想し

た。 

今回は、マイクロモールディングと重合誘起相分離法を用いた階層構造を有する微多孔膜の

作製、階層構造を有する微多孔膜へのスプレーコート法による CO2 分離用ゲル粒子塗布の検

討、階層構造に起因する表面積増大による CO2 分離性能の向上について検討を行ったので報

告する。 

 

【実験】MEMS プロセスにより SI 基板上に作成したトレンチ構造をマザーモールドとし、マイク

ロモールディングによりエポキシ樹脂製モールドを作製した。アクリル系微多孔樹脂材料原

料をモールドに充填し、UV ランプを用いて硬化させた。離型後、アセトニトリルを用いて微

多孔膜を洗浄し、乾燥させた。 

 作製した階層構造を持つ微多孔膜表面の SEM観察は Figureのようになった。CO2 分離用ゲ

ル粒子塗布の検討、CO2分離性能の向上については当日詳細を報告する。 
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Figure SEM image of acrylic micropore membrane with 

hierarchical structure 
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